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囚 


CD-S1000 

スーパーオーデイオ CD プレーヤー 



取扱説明書 


の) V スーノ （ー オーディオ CD プレーヤ ー CD - S 1000をお買い上 
げいたださまして、まことにありびとラございまず。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障な<お使 
いいただくために、ご使用前に取扱説明書と「まを上のごを意」、 
イ呆証書をよくお読みください。お読みになったあとは、な証書と 
共に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をおず確かめ、 
販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 






生命を吹き込む 


弾さ手のむを映し出ずピアノは高度な技術力と人の芸術的感性 
び美し < 調和して生まれまず。 

ピアノに楽器としての命を吹さ込む最終工程び r 整音」と呼ば 
れる作業です。 


熟練した技術者び一音一音に全ネ申経を集中し、をを巧つ八ン 
マーの 硬さ や 弾力を微妙に調整ずることで88の鍵盤ず ベての 
音色と響をを完璧な状態に揃えていく、息の詰まるよラな時間。 
研ぎ澄まされた人間の感性び音をまめていまず。それはオー 
ディオ機器でち何日変わりません。試聴を重ね、あらゆる構成 
要素を入念に検討し、設計者び描<理想の音へ一歩、また一歩 
と近づいてい < のでず。 

100余年間、音と歩んでをたヤマ八の伝統び、ずべてのヤマ八 
オーディオ機器に息づいていまず。 






オーディオの歩み 


1920- 

1960s 


1970s 


1980s 


1990s 


2000s 


1 日 22 年：高級手卷蓄音機を世に出す 

1日已已年故来、数々の八イファイ機器 
(レコートツ レー ヤ ー、 チ ューナ ー 、 

プインアンプ、コント□ールアンプ、 
パワーアンプやスピーカー）を発売 

NS -20 モニタースピーカー 



NS-20 


CA -1000 プリメインアンプ 

A クラス動作プ U メインアンプのスタンダード 

NS -690 モニタースピーカー 
NS -1000 M モニタースピーカー 

八イファイファンに現在でち愛される伝説の 
スピーカー 

B -1 パワーアンプ 

全段に FET を採用した革新的なパワーアンプ 

C -2 コント□—ルアンプ 

巧 J 国隙音楽ノ V イファイシヨーで最高賞を受賞 

NS -10 M スタジオ モニタースピーカー 

世界で最ち普及したスタジオモニター 


A -1 プリメインアンプ 



PX -1 レコードプレーヤー 

ヤマノけ刃のリニアトラッキング式 
レつードプレーヤー 


B -6 パワーアンプ 

X 電源、 X アンプ搭載のピラ S ッド型パワーアンプ 

GT -2000/ L レコードプレーヤー 

GT 思想を具現化した超精密重量級プレーヤー 



CD -1 初の CD プレーヤー発売 
(1983 年） 

B -2 xA " ワーアンプ 

MX - 10000パワーアンプ、 

CX - 10000コント□—ルアンプ 

セパレート機器の能力の定義を変えたアンプ 
10日周年記念モデル 

AX -2000 プリメインアンプ 

128 C 1 目の高 S / N 比、デジタル 
ダイレクト機能搭載 



GT - CD 1 CD プレーヤー 

一体型セパレート構造を持つ 
トップエント U —式プレーヤー 

MX -1 パワーアンプ、 

CX -1 コント□ールアンプ 


Soavo -1、 Soavo -2 ナチュラルサウンド 
スピーカー システム 

A - S 2000 プリメインアンプ、 

CD - S 2000スーパーオーディオ 
CD プレーヤー 

A - S 1000 プリメインアンプ、 
CD - S 1000 スーパーオーデイオ 
CD プレーャー 




CA-1000 



NS-1000M 



C-2 




GT-2000 




Soavo-2 















CD-S1000 


♦ 左ち独立の電源回路とツイン DAC 構成により Lch / Rch び 
完全独立したシンメトリカル回路 

♦ 卷線からデジタル/アナ□グ分離した電源トランス 

♦ 静肅性に優れたヤマ八オリジナルの□ーディングメカニズム 

♦ ピュアダイレクトモード搭載 

♦ 高品位なスーパーオーディオ CD 再生 

♦ 振動を抑制ずる新開発の重量型脚部 


■ 付属品 

同捆されている付属品をご確認ぐださい。 
• 電源コード 
• リモコン 
. 単3乾電池に本） 

• ステレオピンケーブル（動作確認用） 

• 安全上のご注意（別冊） 


ち< じ 

各部の名称と機能 . 6 

接続 . 14 

tt 様 . 18 

再生できるディスク/フオーマット . 19 

故障かな？と思ったら . 21 


■ 本書の記載について 

•「ごを意」は操作、設定を行ラ際に留意すべき事項、如'こは知っておくと便利な補足情報を記載しています。 

. 本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び一部異なる場合びあ0ま 
す。また、仕様は予告なく変更されることびあ0ます。ご了承ください。 

.写真はイメージです。実隙とは異なります。 

•本機をご使用になる前に、別冊の「安全上のごを意」を必ずお読みください。 
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CD-S1000 

各部の名称と機能 

この章では、フ□ントバネル、 I 」アパネル、 I 」モコンの各部の名称および 
機能について説明しています。 





CD: 孤 00 

各部の名称と機能 \ 



① POWER (電源）スイッチ/インジケーター 

本機の電源を ON (オン） /OFF (オフ）します。 

ご、おこ 

• 本機の電源びオンのとさ、 P 日 WER インジケーターび点 
丹します。 

• ディスクトレイにディスクびセットされた状態で電源を 
オンにすると、自動的に再生び始まりまず。 

② リモコン受光部 

U モコンの信号を受信します。 

③ SA-CD/CD ボタン/インジケーター 

ノVイブ U ッ ドスーノ オーディオ CD の再生レイ 
ヤーをスーパーオーディオ CD と CD 間で切り替え 
ます （19 ページ参照)。 

ご、も'こ 

• 再生の停止中に操作してください。 

• スーパーオーディオ CD レイヤーを選択すると、 SA-CD/ 
CD インジ^—勺一びち丹します。 

• この設定は本機の電源をオフにした媛わ保持されます。 


④ PURE D 旧 ECT ボタン/インジケーター 

PURE D 旧 ECT をオンにすると、高音質な再生び 
楽しめます。 

PURE DIRECT にすると： 

• PURE D 旧 ECT インジケーターび点なします。 

• U アパネルの光デジタル出力端子、同軸デジタル 
出力端子 （8 ページ参照）から信号び出力されな 
くなります。 

• フロントパネルのディスプレイには最ル限のイン 
ジケーターやメッセージのみび表示されます。 

:、おこ 

•巧度巧ずと PURE DIRECT びオフになりまず。 

• この設定は本機の電源をオフにした後わ保持されます。 

⑥ディスクトレイ 

ディスクをセットします。 


ご注意 

• スーパーオーデイオ CD レイヤーを選択している間は、 
音声信号はアナ□グ出力端子か5のみ出力されます。 

•本機では DSD マルチチャンネルで記録された音青は再生 
されません。 
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® ^ (開閉）ボタン 

ディスクトレイを開閉します。 

ご、おこ 

ディスクトレイは下記の方法でわ閉められます。 

• フ□ントパネルまたは U モコンの t - を押すか、または 
ディスクトレイの手前を軽く押す。 

• リモコンの任意の数字ボタンを押す。 

⑦ 。か (頭出し/早戻し）、 

(頭出し/早送り） 

トラックの頭出しをします。 

:なのトラックに頭出しします。 

〜ベ M :現在再生中のトラックの先頭に頭出しし 
よ9 〇 

がに刚：前のトラックに頭出しします。 

心" C / OC ] または00 /[= K = H を押し続けると早ぉしまた 
は早送 D を開始します。 

:、おこ 

KHC / づ<1またはを押し続けると、早民し/ 
早送りの速度が4段階で切0替わります。 

⑧ ^ (再生）ボタン 

再生を開始します。 


⑨ nn (ポーズ）ボタン 

再生を一時停止します。:> または DD を押すと再生び 
始まります。 

⑩ □ (停止）ボタン 

再生を停止します。 

⑩(ち生 ）/ DO (ポーズ）インジケーター 

再生/一時停止時に点なします。 

⑩ディスクインジケーター 

ディスクトレイにセツトされているディスクの種類 
を;します。 

⑩再生時間表示インジケーター 

ディスプレイに表示される時間表示の状態をおしま 
す （1 1ページ参照)。 

@ち生モードインジケーター 

現在の再生モードを示します（10、11ページ参 
照)。 

⑩ディスプレイ 


MP 3 /WMA の再生について詳しくは、20ぺ一 
ジをご覧ください。 













































































































CD-' 孤 00 

各部の名称と機能 \ 


リアパネル 


① 



— OUTPUT 



回 [D 


ANALOG OUT 


rEI ^ 

OPTICAL COAXIAL 
DIGITAL OUT 





② ③ 


接続に関しては14ページをご覽ください。 

① アナ□グ出力端子 

② 光デジタル出力端子 

③ 同軸デジタル出力端子 


ごミ主意 


スーバーオーディオ CD レイヤーを再生しているとさや 
ピュアダイレクトびオンのとさは、音声信号はアナ□グ出 
力端子からのみ出力されます。 
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④ AC IN (交流入力） 

付属の電源ケーブルを接続します。 

接続に関しては1已ページを参照してください。 


⑥脚 

本機び不ま定な場合には、脚を回して高さを調整で 
をます。 
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戀 YAMAHA 



SA-CD/CD PURE DIRECT OPEN/CLOSE 

■©を©- 


■O 


o - 


u モコン 

© —— 




が 


か 


嘴 

■<D 

-# 




が 


嘴 

-<g) 

嘴 


嘯 


①赤外線送信部 

本体に向けて赤外線信号を送出します。 

③ SA - CD / CD ボタン 

八イフ U ッドスーパーオーディオ CD の再生レイ 
ヤーをスーパーオーディオ CD と CD の間で切り替 
えます （1 日ページ参照)。 

:、おこ 

• 再生の停止中に操作してください。 

• スーパーオーディオ CD レイヤーび選択されるとフ□ン 
トパネルの SA - CD/CD インジケーターび点丹します。 

• この設定は本機の電源をオフにした後わ保持されます。 

• スーパーオーディオ CD レイヤーを再生している間は、 
音声信号はアナ□グ出力端子か5のみ出力されまず。 

.本機では DSD マルチチャンネルで記録された音声は再生 
されません。 

③ DIMMER (調光）ボタン 

フ□ントパネルのディスプレイの明るさを選択しま 
す。 DIMMER を押すたびに明るさび下記の順まで 
変化します。 

I 一 •■明るい 一 やや明るいけ刃期値)一 I 
I -日音いやや暗い<-1 


か 


:、おこ 

この設定は本機の電源をオフにした後ち保持されまず。 

④数字ボタン 

トラックま号で曲を直接選択するとさに使用します。 




この操作は MP 3 ディスクと WMA ディスクでは無効にな 
D まず。 

⑥ REPEAT ボタン 

1曲または全曲を U ピート再生します。再生中に 
REPEAT を押すたびに、 U ピート再生は下記のよ 
ラに切 D 替わります。 

• REPS (—曲 U ピート再生）：再生中の曲を再生 
し終えると、その曲の先頭から再生を繰り返しま 
す。 

• REPALL (全曲 U ピート再生）：ディスクの最後 
の曲を再生し終えると、ディスクの最初の曲から 
再生を繰り返します。 

ごま意 

この操作は MP 3 ディスクと WMA ディスクでは無効にな 
D ます。 

⑧。=(早戻し)、(早送り) 

曲を早戻しまたは早送 D します。 

:、おこ 

またはを巧すたびに、早戻し/早送 D のま度び 
4段階で切り替わりまず。 


ごま意 


CD- 孤 00 

各部の名称と機能' 


3 @ 6 @ 9 @ 

2{0}5@8◎圓 ◎ 


10 





③ KKa 、 c>c> 願出し） 

ODH :次のトラックに頭出しします。 

:現在再生中のトラックの先頭に頭出しします。 
巧< に回）：前のトラックに頭出しします。 

@ OPEN/CLOSE (開閉）ボタン 

ディスクトレイを開閉します。 

(D RlTrI OrRECT ボタン 

PURE D 旧 ECT をオンにすると、高音質な再生が 
楽しめます。 

PURE D 旧 ECT モードにすると： 

• PURE D 旧 ECT インジケーターが点に[します。 

• U アパネルの光デジタル出力端子、同軸デジタル 
出力端子 (8 ページ参照）から信号が出力されな 
くなります。 

• フ□ントパネルのディスプレイには最ル限のイン 
ジケーター和メッセージが表示されます。 

:、おこ 

この設定は本機の量源をオフにした後わ保持されます。 

® ら旧 PLAY ボタン 

時間表おを切 D 替えます。再生中に DISPLAY を押 
すたびに、時間表示は下記のよラに切り替わりま 
す。 

• 現在のトラックの経過時間（デフォルト設定）： 

フ□ントパネルのディスプレイには TRACK イ 
、ノジケー 勺 一わく占の 'I /ま寸 
• 現在のトラックの残り時間：フ□ントパネルの 
ディスプレイには TRACK と REMAIN のインジ 

• ディスクの残り時間：フロントパネルのディスプ 
レイには TOTAL と REMAIN のインジケーター 
び点な します。 

⑩ CLEAR ボタン 

プログラム編集モード時に、最後にプログラムされ 
ているトラックを消去します。詳しくはこのページ 
の『プログラム再生』をご覧ください。 

::、おこ 

プ□グラム再生び停止しているとさに押すと、プ□グラム 
されたトラックを全て消去でをます。 

⑩ ENTER (入力）ボタン 

プ□グラム編集モード時に、数字ボタンで選んだ卜 
ラックま号を確定します。 


⑩ RANDOM ボタン 

ディスク内の曲を順不同で再生します（ランダム 
再生)。 

ご注意 I 

• この操作は MP 3 ディスクと WMA ディスクではお効にな 
0ます。 

•再生を停止またはディスクを取0出すと、ランダムち生 
は解除されます。 

@ PROGRAM ボタン 

プログラム再生モードをオン/オフします。詳しくは 
このページの『プログラム再生』をご覧ください。 

⑩ DD (ポーズ）ボタン 

再生を一時停止します。 b または nn を押すと再生 
び始まります。 

⑩ > (再生）ボタン 

再生を開始します。 

⑩ □ (停止）ボタン 

再生を停止します。 


MP 3/ WMA 再生に関して詳しくは、20ぺージ 
をご覧ください。 


■ プ□グラム再生 

プログラム再生モードでは、トラックをプログラム 
した順番で再生でをます。 


悟主意 I 

• この操作は MP 3 ディスクと WMA ディスクでは無効にな 
0ます。 

•ディスクを取 D 出したり、本機の電源をオフにすると、 

プ□グラムされたトラックは全て消まされます。 


1 再生を停止している間に PROGRAM を巧しまず。 

本機はプ□グラム編集モードにセツトされます。 


2数字ボタンを使巧してトラックを1つ還び、 
ENTER を巧して確定しまず。 


3 手順 2 を繰り返して巧のトラックを入力しまず。 

最大で24個のトラックまでプ□グラムでさます。 


4 1>を巧します。 

プログラムした順序で再生び始まります。 
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CD: 孤 00 

各部の名称と機能 \ 


■ リモコンに電池を入れる 



1 バッテリーカバーの言マークを巧しなげ5、 
カバーをリモコンか S 取り外す。 


2電池ケース内に記載されている極性 

(+/-) にしたがって、単3乾電池 （2 本) 
を、電池ケースに挿入する。 


■ リモコンを使巧する 

U モコンは指向性のある赤外線を送信します。 U モ 
コンは必ず本体のフ□ントパネルの U モコン受光部 
に向けて操作してください。 



3 バッテリーカバーをリモコンに装着ずる。 
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CD-S1000 

接続 

この章では、 CD - S 1000 とアンプの接続について説明します。 




CD-S1000 

接続 


スーパーオーディオ CD レイヤーを 
再生しているときやピュアダイレクトが 
オンのとをは、音青信号はアナ n グ出力端子 
からのみ出力されます。 



D 

□ □ 〇 〇 

n 〇 〇 〇 

□ 


アンプ 
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すべての接続が終了したら、電源コード 
を本機の AC IN 端テに差し込み、家庭 
巧 ACIOOV 、 己0/目 OHz のコンセント 
に電源プラグを接続します。 

:、お'- 

接続するとさの電源プラグの向さ（極性）に 
よって音質び変わることびあります。お好み 
の向さで接続してくださし、。 










































CD-S1000 

接続 


■ CD - S 1000入力/出力対応表 


\ ディスク 

SA-CD 




出力端テ \ 

DSD ステレ 
オレイヤー 

DSD 7 ルチ 
チヤンネルレ 
イヤー 

CD レイヤー 

仁 D 

MP 3/ 

WMA 

備考 

ANALOG OUT 

✓ 

- 

✓ 

✓ 

✓ 


DIGITAL OUT 
(光デジタル端子また 
は同軸デジタル端子） 

- 

- 

✓ 

✓ 

✓ 

ピュアダイレクトびオンのと 
き、音芦信号は出力されませ 
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CD-S1000 

仕様 

この章では、 CD - S 1 000の技術仕様を掲載しています。 


オーディオ部 

• 周波数特性 

SA-CD . 2 Hz 〜已〇 kHz 、（一 3 d 巳） 

CD . 2 Hz 〜20 kHz 

.歪率 （1 kHz ) 

SA - CD、CD .0.002% 政下 

• S/N 比 ( JEITA ). 113祀が上 


• ダイナ S ックレンジ 

SA-CD . 10已 d 巳 m 上 

CD . 100服な上 

• 出カレベル （1 kHz 、 0 dB ) .2.0 ± 0.3 V 

レーザー 部 


• レーヴー タイプ 


SA-CD . 半導体レーザー AIGalnP 

CD . 半導体レーヴ ー AIGaAs 

• 波長 

SA-CD . 目已〇 nm 

CD . 780 nm 


お手入れのしかた 

本機を手入れするときは、ベンジンやシンナー 
などの化学薬品は使用しないで<ださい。表面 
を傷めてしまラ恐れがあります。手入れは柔ら 
かい布で乾拭さして<ださい。巧れがひどいとを 
は、水で薄めた洗剤を布に含ませ、よくしぼつ 
ておさ取って < ださい。 


木が伸縮することにより、本体側面の板を固定 
しているネジが緩む場合があります。その場合 
は、ネジを締め直してください。 


• レーヴー 出力 

SA-CD . 

CD . 

総合 

• 電源電圧 . 

• 消費電力 . 

• POWER OFF 時消費電力 
• 寸法（幅 X 高さ X 舆行さ） 


. 最大已 mW 

. 最大7 mW 

AC 100 V 、已0/日0 Hz 

. 25 W 

. 0 W 

43已 X 137 X 440 mm 


• 質量 .] 已 kg 


* 仕様、およびが観は、改良のため予告なく変更することがあ 
ります。 
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再生できるディスク/フオーマット 


■ 再生でさるディスクの種類 

本機は(下に示すマークびつけられたディスクを再 
生でをます。それしツ外のディスクは絶対に本機に 
セットしないでください。本機は8センチ CD を 
再生することびでをます。 

スーパーオーディオ CD 

SUPER AUDIO CD 

高音質な音楽情報が高密度に記録されたディスクで 
す。スーパーオーディオ CD には、シングルレイ 
ヤー、デュアルレイヤー、八イブ U ッドレイヤーの 
3種類のタイプがあります。八イブ U ッドレイヤー 
のディスクには、 ] 層のレイヤーに2種類のデータ 
が記録され、ちラ]層に従来の音楽 CD データが記 
録されているため、通常の CD プレーヤーでち再生 
でさます。 


スーパーオーディオ CD ディスクタイプ 


デュアルレイヤーとド 


ディスク 

HD レィャー 


ディスク 



レイヤーディスク 


紹 



お裂が -'、’- 


•了ーデイオ 


ほ常の C □プレーヤーで再生でさる 
CD レィャー 


高密度レィャー 


高音質 DSD ステレオ 


高音質 DS □マルチチャンネル 


拉主意 I 


•本機ではディスクに含まれる文字情報は表示されません。 
•本機では DSD マルチチャンネルで記録された音声は再生 
されません。 


コンパクトディスク（オーディオ CD ) 


抽眶歴 

DIGITAL AUDIO 

市販の音楽 CD として最ちポピュラーなディスクで 
す。 


CD - R 、 CD - RW ディスク 

咖昼陌咖昼陌咖昼歴咖昼歷 

DIGITAL AUDIO |:りムり山加 DISITALAUDID IReWlI ね blel 
■地ん】化四 ■■ け1化 | 「 , | | 化づ IReWritablel い — ' 


ご自分で書き込んだ CD - R 和 CD - RW を音楽 CD 
として再生でをます。 MP 3 または WMA 形式の 
ファイルも再生でさます。 


险主意 I 


•信頼でさるメーカーのディスクを必ずご使用ください。 

• ディスクやケースに下記のいずれかの表示のあるディス 
クをご使用ください。 

- FOR CONSUMER 
- FOR CONSUMER USE 
- FOR MUSIC USE ONLY 

• CD - R または CD - RW はフアイナライズされたディスクの 
み再生でさます。 


CD - TEXT ディスク 

抽腰歷 

DIGITAL AUDIO 

r TEXT 1 

アルバム名、曲名、アーティスト名などの文字情報 
が記録されたディスクです。本機は CD - TEXT デイ 
スクの音楽再生に对応しています。 


ご注意 I 


本機ではディスクに含まれる文字情報は表示されません。 


ごま意： 

一部の CD - RW ディスクや正しく録音されていない 
ディスクは、本機では再生できない場合びあります。 


誤動作を防ぐために： 

•八ート型のディスクなど標準的で 
ない形のディスクは、本機の故障 
の原因となる恐れびあ0ます。 

• ディスクにテープや紙などを貼ら 
ないでください。詰まったり、本 
機の故障の原因となる恐れびあり 
ます。 
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CD-S1000 

再生できるディスク/フオーマット 


■ MP 3 および WMA ディスクについて 

本機では CD - R 和 CD - RW に収録した MP 3、 

WMA ファイルを音楽 CD と同様に再生することが 
でをます。 

MP 3 

MPEG -1 Audio Laye 卜3の略で、音声データを圧 
縮するフオーマットの一つです。音楽 CD と同じレ 
ベルの音質を維持してデータ容量を圧縮することが 
でをます 0 


た'注意 I 

•本機では、 MP 3 ファイルをトラック名のアルファベット 
順に再生します。 

• フオルダーとトラックの数は合計で648 (ラちフオル 
ダー数は最大2白 9) まで認識、再生することびでさま 
す。フオルダーの構成によってファイル認識でさない場 
合びあ0ます。 

• ライティングソフトなどライティングの条件によっては、 
アルファベット順に再生されないことびあります。 

• 本機は 44. 1 kHz のヴンプ U ング周波数に対応していま 
す。 

•本機は32、40、48、已6、64、80、曰目、1 ] 2、 
]28、 ] 目日、1目2、224、2已目、32日 kbps のビッ 
トレートに対応しています。可変ビットレートには対応 
していません。 

. 本機は 1 S 09660 フオーマットのディスクに対応してし、 
ます。 

• ファイルに含まれる文字情報は本機では表示されません。 

WMA 

Windows Media Audio の略で、 MP 3 と同様に音 

声データを圧縮するフ オー マットの一つです。 

MP 3 よりち高い圧縮率で、データ容量を圧縮する 

ことがでさます。 


た'注意 I 

.本機では、 WMA ファイルをトラック名のアルファベッ 
卜順に再生します。 

• フォルダーとトラックの数は合計で目48 (ラちフォル 
ダー数は最大2目 9) まで認識、再生することびでをま 
す。フォルダーの構成によってファイル認識でさない場 
合びあ D ます。 

• ライティングソフトなどライティングのを件によっては、 
アルファべット順に再生されないことびあ0ます。 

• 本機は 44. 1 kHz のサンプ1」ング周波数に対応していま 
す。 

•本機は48、64、80、日6、128、 160、 192 kbps 
のビットレートに対応しています。可変ビットレートに 
は対応していません。 

• 本機は1309660フォーマットのディスクに対応してし、 
ます。 

• 本機では、着作権保護された WMA ファイルは再生で走 
ません。 

• ファイルに含まれるテキストデータは本機では表示され 
ません。 


■ ディスクの取り扱い 

• でさるだけディスクの縁を持つよラにして、表面 
に触れないよラに扱ってください。 



• ディスクは磨耗することはめったにありません 
び、取り扱い中についた表面の傷によって、正常 
に再生でをなくなることびあります。 

• レーベル面に紙など （ レーベル面用のシールち含 
みます。 ） を貼ったり、ボールペン等、先の固い 
もので文字を書いたりしないでください。 

• 巧り曲げたり、強い衝撃を与えたりしないよラま 
意して扱ってください。 

• 演奏び終わったディスクは必ずケースに入れて保 
管して < ださい。 

• 信号記録面に傷をつけないよラ、特にケースから 
の出し入れにはま意してください。 

• 記録面に指紋やほこりびついたとさは、柔らかな 
巧などで軽<内側中むからか側へ直角ち向に巧い 
てください。ほこりや巧れは柔らかい巧で軽く拭 
を取ってください。 



• レコードスプレー、帯電防止剤、またはその他の 
化学薬品などで絶巧にディスクを拭かないで<だ 
さい。表面び侵されることびあります。 

• 直射日光の当たる場所や、高温を湿な場所に長時 
間置くと、ディスクび変形したりして使用でをな 
くなる原因となりますので、絶対に置かないでく 
ださい。 



• 8センチ CD を再生するとをは、ディスクトレイ 
の内側の溝に置いてください。また、8センチ 
CD の上に12センチ CD を重ねて置かないでく 
ださい。 
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本機をご使用中に正常に動作しなくなったとさは、下記の事項をご確認ください。その上で正常に動作しな 
い、あるいは下記(外で何か異常び認められた場合は、本機の電源スイッチを切 D 、 電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、お買い上げ店または最寄りのヤマ八音響製品サービス拠点まで、お問い合わせ<ださい。 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

電源スイッチを操作し 
ても電源び入らない 

電源プラグび正し < 接続されていない。 

電源プラグをコンセントに差し込み直して 
<ださい。 

15 

ディスクトレイが完全 
に閉ま5ない 

ディスクトレイに異物が入っている。 

ディスクトレイを確認し異物を取り除いて 
<ださい。 

— 

ディスクを入れても演 
奏でをない 

ディスクに傷がある。 

ディスクを交換してください。 

— 

本機内部のレンズび結露している。 

本機をオンにして2日〜3日分待ってから 
再度ディスクを再生してください。 

— 


ディスクび裏返しにセットされている。 

ディスクのレーベル面を上にして入れて< 
ださい。 

— 


ディスクびひどくミちれている。 

ク U —ニングしてください。 

20 


本機が対応していないフォーマットの 

MP 3 または WMA ファイルを再生しよう 
としている。 

本機び対応しているフォーマットで記録さ 
れたディスクと交換してください。 

20 


正しく録音されていない CD - RW ディスク 
を使用している。 

正しく録音され、本機に対応したディスク 
を使用してください。 

19 


本機び対応していない規格がのディスクを 
使用している。 

正しく録音され、本機に対応したディスク 
を使用してください。 

19 

演奏が遅れて始まった 
り、正しくない位置か 

6始まる 

ディスクにミちれや傷びある。 

ディスクをクリーニングするか、傷のない 
ディスクに交換してください。 

20 

音が出ない 

出カケーブ j レの接続び正し < 接続されてい 
ない。 

出カケープルの接続を確認して<ださい。 
症状び改善されない場をは、ケープルに問 
題びないか確認してください。 

14 


アンプの操作が間違っている。 

アンプの入力を確認してください。 

— 

デジタル端テに接続し 
た機器か6音寅が再生 
されない 

PURE DIRECT びオンになっている。 

PURE D 旧 ECT をオフにしてください。 

6 

スーパーオーディオ CD レイヤーを再生し 
ている。 

再生するレイヤーを切り替えてください。 
またはアナ□グ接続に切り誓えてください。 

曰、] 0 

音飛びをずる 

本機が振動や衝撃を受けている。 

設置場所を変えて<ださい。 

— 


ディスクびひどくミちれている。 

ク U —ニングして < ださい。 

20 

ブーンといラ A ム音が 
入る 

ステレオピンケーブルびしっか0接続され 
ていない。 

ステレオピンケーブルをしっかり差し込ん 
で< ださい。症状び改善されない場合は、 
ケーブルに問題がないか確認してください。 

14 

チューナーにノイズが 
入る 

本機とチューナーの設置場所び近い。 

チューナーから遠ざけるか、または本機の 
電源を切ってください。 

— 

ディスクトレイか6雑 
音びする 

ディスクび変形している。 

変おのないディスクに交換してください。 

— 
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CD-S1000 

故障かな？と思った！ 5 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

U モコンでは操作でさ 
ない 

乾電池び消耗している。 

乾電池を交換してください。 

12 

操作する位置び本体から遠すざるか、また 
は角度び正しくない。 

U モコンは本体か5 6 m 切内で、また本体 
正面よ0左ちそれぞれ3ぴ切内の角度で 
操作してください。 

12 

受光部に強い曰光や照明（インバーター堂 
光丹など）び当たっている。 

受光部に強い光び当たらないよラに本機の 
置さ場所や方向、または照明の位置を変え 
て < ださし、。 

— 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ V ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご愛巧いただくためのものです。 
ヴービスのご依頼、お問い合わ切ま、お買い上げ店、またはお近くのヴービス拠点にご連絡くださし、。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り巧いに関するお問いさわせ 

■ ヤマ A オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりまずので、ご参考 
にして < ださい。 

http :// www . yamaha . co . jp / audio / 


本機の設置や設定、操作に関ずるお巧い合わせ 

■ AV お客様ご相談センター 

(を国共通） 芭 a , 0570 -01 -1808 

全国どこからでを市内通話料盡でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

干 430-86 己0静岡県お松市中区中 ミ 尺町 n 0-1 

受付：月〜金曜日1日：00〜18:00 ±曜日1日：日〇〜17:00 
(日曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除く） 


ヤマ八 AV 製品の修理、ヴービスパーツに関するおい合わせ 

■ ヤマノ V 修理ご相談センター 

(を国其通） 窺0570-0に-808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053) 4目 0-4830 

FAX (0 已 3) 4丘 3-1 127 

受付：月〜金曜日目：00〜18:00 ±曜日9:日〇〜17:00 
(日曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除 <) 

修理お持ち込み窓口 

受付：月〜金曜日9:00〜17:45 

(±曜、日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

化海道 〒日 64-8 已43化幌市中央区南1〇条西1了目1 - 已日 
ヤマ从センター内 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圍〒 1 43-0006 東京都大田区平和 島 2 了 目1 - 1 
京浜トラックターミナル巧14号棟 A - 已 F 
FAX (03) 己7巨 2-2] 2己 

お松 〒435-日016お松市東区和田町200 
ヤマ A (株)和田工場内 
FAX (053)462-9244 

名古屋 〒4已 4-00 曰8名古屋巿中川区玉川町2下目 1-2 
ヤマ八(株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX (052)6 已2-日043 

大阪 〒日 64-00 己2吹田巿広た町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX {已 6)6330- 己53己 

九州 〒8 ] 2-8508 福圆巿博を区博を駅前2 了 目]1 -4 
FAX (092)472-2137 


‘名称、住所、電話き号、 URL などは変更になる場合びあります。 


参保証期間 

お買い上げ曰から1年間でず。 

♦ 保証期間中の修理 

保認書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間び過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持でをる場合にはご要望により有料にて 
修理いたしまず。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料をでず。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品化金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合ちあります。 

出張料 製品のある攝所へ技術者を派遣する場含の費用です。 

別途、駐車料ををいただ < 場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最借保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り棲8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳し< 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせください。 
柴 品香、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る攝をびあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度をは使用環境や使用時間 
等によって大をく異なります。 

本磯を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換はおずお買い上げ店、またはヤマノ V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコント□-ル、スイッチ . U レー類、接続端子、ランスベルト、 
ピンチ□-ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について記載して 
おります。 


L 


ホ 年 ごほ用の製品の点巧を！ 

—\ 

口 

愛情点検 

こんな症状はありませんか？ 

♦ 電源コード’プラグび異常に熱い。 

♦ コゲ < さい臭いがする。 

♦ 電源コードに深いキズか変形びある。 

♦ 製品に細れるとピ U ピリと電気を感じる。 
♦ 電源を入れてを正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 

畢 



ずぐに使用を中止してください。 



事故防止のため電源プラグをコンセントか日抜き、 

おず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にごネ目談ください。 
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スーパーオーデイオ CD プレーヤー 



ヤマ八スーパーオーディオ CD プレーヤー 
をお買い上げいただをまして、まことにありびとラ 
ございます。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永 
年支障なくお使いいただくために、ご使巧前にこ 
の「安全上のごを意」と取扱説明書、な証書をよ 
くお読みください。お読みになったあとは、大切 
にな管し、必要に応じてご利用ください。 
■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入 
をおず確かめ、販売店からお受け取り <ださい。 


巧罰 書 別添付 






安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示したミ主意事項は、製品をま全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への盾害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでわ見5れる所に必ず保管してくださし、。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ0ます。 


A 公 

「ごま意ください」という注意喚起を示しまず。 

0®®®® 

「〜しないでくださし、 J という r 禁止 J を示します。 

0® 

「必ず実行してください J という強制を示しまず。 


■ r 警告」と「注意」について 


政下、誤った取0扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
「警吉」と「ミち意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死こする 
可能性または重傷を負ラ可 
能性が想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 胃う可能性または物的損害が 

/'\ /エ/胃発生する可能肋‘觸定される」 
巧容です。 


A 警告 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届く範囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 

がず実行 


電池 


Q 電池を巧電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火災やけびの原因にな0ます。 

禁止 


フラグを巧く 


下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

• 異常なにおいや音がずる。 • 異常に高温になる。 
•内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いちのを上に載せない。 

•ステープルで止めない。•加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線びむさ出しのまま使用すると、火ぶや感電の原因に 
な0ます。 


Q 電池からをれ出た液には直接軸れない。 

液び目や□に入ったり、巧虜についたりした場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談してください。 

禁止 


分解禁止 


分解禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


〇 必ず AC 100 V (日0/巨 OHz ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政がの電源電圧で使用ずると、火がや感電の原因に 
なじます。 

必ず実行 
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設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場巧には設置しない。 

• 浴室*台所-海岸*水辺 
• 加;’面器を過度に定かせた部屋 
•雨や 雪、 水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


Q 放熱のため本機を設置ずる際には： 

• 巧やテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん-カーぺットの上には設置しない。 

禁止 • 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に左も 10 cm 、 上 10 cm 、 背面 lOcmU 上 
のスペースを確保ずる。） 

本機の内部に熱びこちり、火がの原因になります。 


使用上のま意 


Q ディスクの挿入口や巧熱巧の通風孔、パネルのずさ 
間かち金属や紙ち■など異物を入れない。 

火災や感電の原因になります。 

禁止 


〇 本機を落としたり、本機が破損した場合には、おず 
販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 

がず実行 


接独禁止 


雷が鳴りはじめたら、電源プラグには邮れない。 

感電の原因になります。 


禁止 


本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物が中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接触面が経年変化を起こし、本機のが装を損傷する原因 
になります。 


手入れ 


« 電源プラグのゴ=やほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜 して火がや感電の原因にな0ます。 

必ず実行 


瓜 

手を挟まれ 
ないよラま意 


ディスクをセットずる際は、手をディスクトレイに 
挟まれないよラま意ずる。 

閉めるとさに挟まれて、けがの原因になります。 


A 注意 


電源/電源コード 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みが不充分のまま使巧すると感電したり、プラグ 
必ず実行 にほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 

おず付属の専用電源コードを使用ずる。 

専用電源コ-ド謝の使用は、火がや感電の原因になり 

WW ます。 

おず実行 

電源プラグを差し込んだとを、ゆるみがあるコンセ 

V 、 感電や発熱および火がの原因になります。 

禁止 

長期間使巧しないときは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜く。 

火がや感電の原因になります。 

プラグを巧く 

電池 

めれた手で電源プラグを抜さ差ししない。 

感電願になります。 

めれ手禁止 

電地は極性表示（プラス+とマイナスー)にがって、 
■ ■ 正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけがの原因にな 
おず実行 ります。 

/C *\ 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱら 

(、\) ない。 

V V コードび傷つを、火災や感電の原因になります。 

禁止 

指定じがの電池は使用しない。また、種類の異なる 

11 電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。 

破霉や液をれによ0、火がやけびの原因にな0ます。 

禁止 


(AV-1) 
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電池と金属片をいっしよにポケットやバッグなどに 
入れて携帯•保管しない。 

電池びショートし、破裂や液ちれにより、火災やけびの 
原因になります。 


電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液もれにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

おず実行 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースから取りが 
ず。 

破裂や液もれにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

使い切った電池は、自治体のを例または取り決めに 
従って廃棄ずる。 

おず実行 


設置 

〇 

必ず吕人 L ツ上で開捆や持ち運びをずる。 

重いので、けびの原因になります。 

おず実行 


S ) 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 


直射曰光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変あしたり内部回路に悪影響び生じて、 
火災の原因になります。 

S ) 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこ0の堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なじます。 

〇 

おず実行 

他の電気製品とはでさるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあ0ます。 

移動 

を 

プラグを巧く 

移動をずるとさには電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。 
コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 


使用上のを意 

〇 

おず実行 

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量（ボ 
リューム）を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

S) 

音が重んだ状態で長時間使巧しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因にな0ます。 


ディスクの挿入□には手を入れない。 

本機のメカニズムに手を引き込まれ、けびの原因になり 
ます。 

S) 

ひび割れ、変お、または接着剤などで補修した 
ディスクを使用しない。 

ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散つ 
て、けびの原因になります。 

A 

注意 

環境温度が急激に変化したとさ、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 

S) 

レーザー光源をのぞき込まない。 

レーヴー光び目に当たると、視覚障害の原因になりま 
す。 


業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを傷める原因になります。 

手入れ 

〇 

手入れをずるとをには、おず電源プラグを抜く。 

感電の原因にな0ます。 

がず実行 



薬物厳禁 

ベンジン-シンナー等でが装をふかない。また接点 
復活剤を使用しない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することがあります。 


A 年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりびたまったまま使巧を続けると、火災や故障の 
原因になります。 

ま意 
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■ 乾電池に関ずるごま意 

• 1」モコンで操作しづらくなったら、すべての乾 
電池を新しいものに交換してください。 

• 単3乾電池をご使用ください。 

• 極性 （+/ —）びあっているかよくご確認くださ 
し、。乾電池の向をを電池ケース内の表示にあわ 
せて < ださい。 

• U モコンを長期間ご使用にならないときは、乾 
電池を取り外してください。 

• 新しい乾電池と、ちい乾電池を混だて使わない 
で < ださい。 

• 乾電池には、形状や色び同じちのでち種類び異 
なるちの（アルカ U とマンガンなど）びありま 
す。表示をよ <読んで、種類の異なる乾電池を 
混ぜて使わないでください。 

• 乾電池び液ちれした場合は、液に触れないよラ 
ま意して廃棄してください。液び目や□に入っ 
たり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗 
い流し、医師に巧談してください。新しい乾電 
池を入れる前に電池ケース内ををれいにふいて 
<ださい。 

• 乾電池を一般のコ’5といっしょに捨てないでく 
ださい。地域のをまりに従って正しく処置して 
<ださい。 

■ リモコンの取り扱いに関するごま意 

• 本機と U モコンの間に障害物を置かないでく 
ださい。 

• U モコンに水などの液体をこぼさないでくださ 
い。 

• 1」モコンを落とさないでください。 

• U モコンを下記のよラな場所に放置したりな管 
した0しないで< ださい。 

-お室などの湿気のをい場所 
-ヒーターやス I -ーブのおくなどの高温になる場所 
-温度び極端にほい場所 
-ホコ IJ のをい場所 

• 本機の1」モコン受光部に直射日光や強い照明 
(インバーター堂光ななど）び当たっていると、 
本機を1」モコンで操作でをないことびありま 
す。このよラな場合は、照明の向をををえる 
か、本機を置く場所を変えてください。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては大変気に 
なるをのです。隣近所への配慮を十分にし 
ましよラ。静かな夜間にはかさな音でちよ 
く通り、特に低音は巧や壁などを伝わりや 
ずく、思わめところに迷惑をかけてしまい 
まず。適当な音量をわびけ、窓を閉めたり、ヘッド 7 n ンを 
ご使用になるのち一つの方法です。音楽はみんなで楽しむ 
ちの、お互いにむを配り快適な生ま環境を守りましょ5。 



5 



©2008 YAMAHA CORPORATION All rights reserved. 


わマ八株式会社 

Printed in Malaysia <z WN 63210 


